　「Mysterious Akavir」訳本

　「神秘のAkavir」

　著者：不詳

　“Akavir”は〈竜の地〉〔Dragon Land〕を意味する。“Tamriel”は〈暁の美〉〔Dawn's Beauty〕を意味する。“Atmora”は〈古の森〉〔Elder Wood〕を意味する。いったい“Yokuda”は何を意味するのかは、Redguardたちのみが知っている。

　Akavirは野獣の王国である。Akavirには人間もMer〔Elf〕も住んでいない。一度は人間が住んでいたけれど、しかしながら、長らく以前に、彼らはTsaesciの吸血性である蛇人によって食べられてしまった。もしも食べられなかったならば、結局のところ、彼らはTamrielに移住したであろう。NordたちはTamriel を目指してAtmoraを去った。そのNordたちの以前に、ElfたちはTamrielのためにAldmerを捨て去った。RedguardたちはYokudaを破壊して、そして、彼らにとって〔Tamrielへの〕進出が可能になった。あらゆる人間とMerは、Tamrielが創造の絆であること、そこで〈最終戦争〉〔Last War〕が勃発するだろうこと、そこで神々がLorkhanを滅ぼして秘密の〈アダマンタイトの塔〉〔Adamantine Tower〕を後にしたことを知っている。Akavirの人々がTamrielについて何を考えているか、それを誰が知っているだろうか。しかし、どうして彼らは３度あるいはそれ以上に亘ってTamrielの侵略を試みたのか、それについて自問してみよ。
　Akavirには、４つの主要な国々が存在している。すなわち、Kamal、Tsaesci、Tang Mo、Ka Po' Tunである。Tamrielの侵略で多忙ではない時には、彼らは互いに戦い合っている。
　Kamalは〈雪の地獄〉〔Snow Hell〕である。そこには、悪魔の大群が生息している。夏になって気候が和らぐと、毎年、彼らはTang Moに侵略を仕掛ける。しかし、その勇敢なる猿人たちは何時でも彼らを追い返してきた。かつて悪魔たちの王であるAda'Soom Dir-KamalがMorrowindの征服を試みたけれど、Almalexia と〈地底の王〉〔Underking〕はRed Mountainにて彼を打ち破った。
　Tsaesciは〈蛇の宮殿〉〔Snake Palace〕である。かつて（〈虎竜〉〔Tiger-Dragon〕が訪れる以前には）Akavirで最大勢力を誇っていた。長らく以前に蛇人たちはAkavir在住の人間の全員を食べてしまったけれど、彼らの外見は幾らか人間たちに似ている。彼らは、背が高く、（恐怖を覚えるかも知れない程に）美しく、黄金の鱗に覆われており、そして、不死である。彼らは周囲の島々に住むgoblinたちを奴隷にしており、そのgoblinたちは労働力と新鮮な血液を提供している。Tsaesciの所有財産は方々に散らばっている。Tamrielの原住民がAkavirについて考える時には、彼らは蛇人を思い浮かべるものである。何故なら、前の時代に於いて、４００年にも亘って１人の蛇人がCyrodiil帝国を支配していたからである。彼は〈有力者〉〔Potentate〕のVersidue-Shaieであり、Morag Tongによって暗殺された。
　Tang Moは〈幾千もの猿たちの島々〉〔Thousand Monkey Isles〕である。そこには多種の猿人が存在しており、彼らの全員は、親切で、勇敢で、単純である（多くは極めて気が狂ってもいる）。一度ならずAkavirの他の全ての国々が彼らを奴隷にしようと試みたことが在るので、そうしなければならない時には彼らは軍隊を編成することが可能である。彼らは、蛇と悪魔の何れを更に憎むべきであるのか心を決められない。しかし、もしも１人の猿人に尋ねるならば、彼は恐らく「蛇だ」と答えるだろう。かつては苦渋を味わった敵であるけれど、猿人たちは今ではKa Po' Tunの虎人たちと同盟を結んでいる。
　Ka Po' Tun は〈虎竜の帝国〉〔Tiger-Dragon's Empire〕である。ここで、猫人たちは〈虎竜〉という聖なるTosh Rakaによって支配されている。Ka Po' Tunは現在では極めて強大なる帝国であり、（海上を除いて）Tsaesciを上回る程である。全ての人間たちを食べてしまってから、蛇人たちは全ての竜たちを食べてしまおうと試みた。彼らは何とかして赤竜たちを奴隷にしたけれど、黒竜たちは（当時の）Po Tunに逃げ去ってしまった。激しい戦が起こって、猫人と蛇人は弱体化して、あらゆる竜たちは死に絶えた。それ以来、猫人たちは竜になろうと試みてきた。Tosh Rakaは、その最初の成功者であった。彼は橙と黒の世界最大の竜であり、非常に多数の新しい着想を持っていた。
　「まず」Tosh Rakaは述べる。「我々は、血を啜る蛇どもを皆殺しにするだろう」その後で、〈虎竜の帝国〉はTamrielの侵略を欲しているのである。
訳注

　下記の注釈はサイト「The Imperial Library」の管理人によるものである。

　注釈：この文書はＴＥＳの第３作目である『Morrowind』の発売される長らく以前に、Michael Kirkbride によって初めて『Akavirに関する端書』〔"Notes on Akavir"〕としてThe Essential Site のフォーラムに投稿されたものである。その文書には、「“Tamriel”は〈星の中心〉〔Starry Heart〕を意味する」という興味ぶかい誤謬が存在している。しかし、ＴＥＳの第１作目である『Arena』で分かるように、実際には、“Tamriel”は〈暁の美〉〔Dawn's Beauty〕を意味する。

